
第30回　近代文学館企画展

「大埜間霽江の時代」
平成31年3月23日(土)～24日(日)　於　高山市図書館「煥章館」

主催　一般社団法人　高山市文化協会　共催　高山市

［会場レイアウト］

ブロック1

休

憩

所

ブロック2 ブロック3

受付

屏

風

壁

面

展

示

入口



作者/出版 形式 内容 備考

＜壁面展示＞

写真 短歌の集い　夕咲参加 昭和初期

写真 ご夫妻写真

富田令禾 額装 昭和23年12月3日夜「飛短」を校正する霽江氏

写真 「飛騨短歌会新年歌会」スナップ写真

写真 「飛騨短歌会」メンバー

大埜間霽江 写真 歌碑「のぼりつめ見かへる坂の新雪に…」

大埜間霽江 写真 歌碑「酒のみてよしやとたつぬる君がこえ…」 三福寺都竹家

大埜間霽江 写真 歌碑「天辺にとり残されし柿ひとつ…」 丹生川正宗寺

大埜間楽杏 掛け軸 蝸牛いかにあゆみのおそくとも…

大埜間霽江 掛け軸 天辺にとりのこされし柿ひとつ…

大埜間霽江 掛け軸 のぼりつめ見かへる坂の新雪に…

大埜間霽江 掛け軸 美あかしをともせはみおやまつりたる…

福田夕咲 掛け軸 鼻液ひれば茶の木畠より翔ひたちて…

福田夕咲 掛け軸 山遊び山のかた美にひと株の…

福田夕咲 掛け軸 紫陽花のつゆげき花を瓶にさし…

福田夕咲 掛け軸 七草の数に入らぬとひる顔の…

福田夕咲 掛け軸 ほとほとにたはねられたる盆はなの…

福田夕咲 額装 嶽はしら雪花よめすがた…

富田令禾 丸額 な津やまのあけゆくこだちの葉こもりに… 令禾画並歌

富田令禾 丸額 松上雪 登きはなるまつのみとりもいよ々佐え…

写真 城山月見平の歌碑除幕式 昭和23年

鎌手白映 写真 歌碑「のりくらは天のた可山夕焼て…」

大埜間霽江他 屏風 短歌等貼り交ぜ屏風

大埜間霽江 屏風 天辺にとりのこされし柿ひとつ…

都竹豊治 屏風 藍褪せしわが地下足袋を日の当る…

＜ケースブロック1＞

大埜間霽江 短冊 のぼりつめ見かえる坂の新雪に…

大埜間霽江 短冊 さかつきにこはくのいろの酒みたし…

大埜間霽江 色紙 冬そらへとひたつす々めの黒点と…

大埜間霽江 色紙 男岩め岩つなく〆なはの…

大埜間霽江 色紙 風は木に寄りて吹きを里行く雲の…

大埜間霽江 丸額 天辺にとりのこされし柿ひとつ…

大埜間霽江 丸額 とりのこせしどくだみの花夕やみに…

大埜間霽江 色紙 まんまるい月とわたしの影はか里…

大埜間楽杏 散りてなほ幾代誉れの山桜　楽杏



作者/出版 形式 内容 備考

富田令禾 令禾画　霽江氏のスケッチ

広報「高山の文化」№117　2009年11月

飛騨短歌　第100号

大埜間霽江 色紙 のぼりつめ見かえる坂の新雪に…

大埜間霽江 色紙 天辺にとりのこされし柿ひとつ…

大埜間霽江 色紙 岳が呼吸すれば麓の樹林みな…

大埜間霽江 色紙 通学に私のはく草鞋作里為る…

大埜間霽江 色紙 白き皿にいちごが五つうれてあり…

大埜間霽江 色紙 岳の峰ゆきは拡かり夕照に…

大埜間霽江 冊子 歌集『白樺』

大埜間霽江他 冊子 『飛騨短歌合同歌集』 昭和55年

大埜間霽江 光叢書第二十編「一つの世界」

大埜間霽江 遺歌集「高原の雲」

上牧右田子 原稿2枚 短歌の添削(上牧右田子の作品を大埜間霽江が指導)

文芸出版社 冊子 昭和三万歌集(300頁) 昭和55年

文芸出版社 冊子 現代短歌風土記(790頁) 昭和59年

武田由平 ハガキ 年賀状(大埜間霽江宛)

早船ちよ ハガキ ハガキ(大埜間霽江宛)

斐陀詩社 冊子 『斐陀』創刊号 昭和4年

飛騨短歌会 冊子 歌集『斐陀』 昭和33年

一刀三礼社 冊子 『鉈削佛』創刊号　夕咲寄稿 昭和8年

新飛騨社 冊子 『新飛騨』第3号 昭和22年

道づれ吟社 冊子 『椎の葉』(夕咲が指導した道連吟社の会報) 昭和22年

＜ケースブロック2＞

福田夕咲 春慶盆 野茨の花こぼれいて雨あとの…

福田夕咲 春慶盆 石の上にこころ幽けくいく時を…

福田夕咲 春慶盆 足曳の山のかたみにひと株の…

福田夕咲 春慶盆 徴発馬のほほをかるくたたき飼主が…

福田夕咲 春慶盆 思ふとち柴折り焚きてつたけせ志…

福田夕咲 春慶盆 朝凪の靄と透志てみは可山…

福田夕咲 まくり へた歌をうたひ歌ひてこの年も…

山田白馬 まくり 句ほご歌反古昔の事よ…

山田白馬 まくり 陶一と永生不死の微醺行…

山田白馬 切り抜き 歌謡が描く前代風景

山田白馬 短冊 野花の秀者な連去り太る蝶一つ…

山田白馬 色紙 児の赤き服干してある窓一つ…



作者/出版 形式 内容 備考

福田夕咲 冊子 山花一束

福田夕咲 冊子 山づと

富田令禾 切り抜き 福田夕咲氏逝く(記事) 昭和22年

富田令禾 切り抜き 飛騨の鷹の巣　富田令禾

富田令禾 短冊 志呂阿止爾宇多婦美残こし君加名者…

富田令禾 短冊 本のごとしひさしあかるき緑にして…

谷口桃里 冊子 歌集『蝸牛』　飛騨短歌叢書第8編 昭和45年

鎌手白映 短冊 のりくらは天のた可山夕焼て…

鎌手白映 冊子 『白映遺歌集』

裸形詩社 冊子 「裸形」創刊号

裸形詩社 冊子 「裸形」第5年第5号 昭和9年

＜ケースブロック3＞

森　渓月 短冊 いもこらはきみがよわいにあやからむ…

森　渓月 まくり 牧水か下々のけもものとみつからを…

森　渓月 まくり 蚊やり焚くけふりにくもる空もうし…

森　渓月 色紙 阿幾たちて朝ハす々しきほろか屋に…

森　渓月 短冊 なミたする老もありけ里生きの世に…

森　渓月 短冊 お本ち々登たてるくら可ねさ奈可らに…

森　渓月 短冊 うつ志世耳み佛あるをう多可はす…

森　渓月 短冊 美すゝ可る信濃ハひろし千く万川…

森　渓月 冊子 『流木』　森渓月著 昭和42年

江黒美胤 冊子 歌集『沙羅の樹』 平成12年

江黒美胤 短冊 青梅雨の葬のしつ希佐歌碑の面に…

江黒美胤 短冊 とくたみの白き十字の花さけは…

浅本義一郎 冊子 『液果集』 昭和55年

飛騨短歌会 冊子 「飛騨短歌」　第1号から最終号 300冊

飛騨短歌会 冊子 『飛騨短歌』第三巻第四号　夕咲追悼号 昭和23年

飛騨短歌会 冊子 『飛騨短歌会報』 昭和43年

［近代文学館講演会のお知らせ］

再読「飛騨短歌」－飛騨の歌人の志－
「飛騨短歌」に込められた飛騨の歌人の心と、歌壇とのかかわりについて講演いただきます。

講師：小塩卓哉先生(中部日本歌人会顧問)

平成31年3月31日(日) 午後2時～　「煥章館」1階生涯学習ホール


